山間病院における1ヵ月間の外来患者の統計的観察(昭和40年度千葉大学臨床実地修練生報告) by 吉原,暉文
-860- 千葉医学会雑誌 第 41巻
山間病院における 1カ月間の外来患者の統計的観察
原
はじめに
大学病院の外来Kは，特別な病を患っている者が
集まると思われる。一般にはどの様な疾患が多い
か，山間病院(内科・外科を主な診'療科としてい
る〉の，外来患者Kついて 1ヵ月間観察した。医療 
機関の少ない山聞のため，病人の大部分は ζ乙を利
用すると考えられる。
方法
昭和 40年 9月 8日，..，10月 7日の 1カ月聞に内科・
外科外来に来た患者を集計した。新患(新来患者〉
は乙の期間中に第 1回目の診療を受けに来た者。再
来患者は 2回目以後の診療を受けに来たものとす
る。
結果
上記 1カ月間の患者総実数は 794人(男 435，女
359)で，内科に 534人，外科に 260人であり，延人 
数にすると総数 2666人(男 1499，女 1167)内科 1565
人，外科 1101人， 1日平均内科K52.2人， 外科に 
36.7人。新患は 384人，再来は 409人(但しこの再
来の中'には新患の再来は含まない)， 受診回数別に
みると，内科新患では，平均 1人 2.1回(男 2.0，女 
2.2)再来では，平均 1人 3.5回(男 3.8，女 3.わであ
るが，男では 20回， 28回もの人もいる。女では 98
%が  1回から 9回の聞に含まれ回数多く来るのは
少い。外科新患では，平均 1人 3.3回(男 3.6，女 2.9)
再来では平均 1人 5.8回(男 5ム女  6.1)。曜日別患
者数では，月曜日が多く平均 129人，次いで火水木
才(特10，.0金土日の順応減ずる。年令別にみると， 
に 4---7 才と 1~2 才に多い〉に多く， 11---20才で減
少， 21---30才でやや増加し， 31---40才， 46~50 才
才で65，，-，61才で低下，60，.51に二つの山をなし， 
再び増加， 61才以上で次第に減少している。疾患別
にみれば，躍患者数 1075人。これは同一人が同時
i乙幾くつかの疾病に躍っている場合もあるので患者
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総数より多くなっている。大分類で循環器系の疾患
が一番多く 190人 (17.7%)，次いで消化器系の疾患
が 166人，呼吸器系の疾患が 166人，不慮の事故，
中毒及び暴力が 121人，以下骨および運動器の疾患
111人，皮膚および疎性結合組織の疾患 83人，神経
系および感覚器の疾患78人，アレJレギー性疾患，内
分泌疾患，物質代謝および栄養疾患 36人，性尿器
系の疾患 27人と患者数は段々に減ずる。循環器系
の疾患では高血圧症が 143人 (75.3%)を占め， う
ち 125人が再来である。 また 51 80才が大部分で，. 
ある。他に動脈硬化症，心筋硬塞症，低血圧症が多
し、。消化器疾患では，胃十二指腸の疾患が多く 96
才代が幾40，.20人，男女差はほとんどなく，年令は 
分多い。他に腸炎，肝炎，口内炎も多い。呼吸器系
疾患では，急性鼻咽頭炎が多く，特に内科新患が  
106人も来たことは季節的な影響もある。肺炎，気
管支炎も多い。厚生省  39年 7月調査では，最も多
いのは消化器系疾患，つぎが神経系および感覚器の
疾患，呼吸器系疾患で， 乙の順位と違った結果とな
った。個々の疾患で多いものは，内科では，高血圧
症，急性鼻咽頭炎，胃炎，肝炎，関節リウマチ，肺
結核症，動脈硬化症。外科では挫傷，湿疹，皮膚炎，
骨折，捻挫， 1寄，脳振輩。
まとめ
患者数は外科より内科に多い。外科は外傷が大部
分であり患者数も多くないが，内科には高血圧症，
感冒など患者数の多い疾患が幾くつかある。性別で
は男が女より多い。受診回数は外科と内科に差があ
る。日別患者数は休診翌日には幾分増加する以外は
著変はない。年令別に差がある。疾患別では循環器
系疾患，特に高血圧症が多い。全国と傾向を異にす
'るが，高齢者が大半を占めることから， この地域の
人口構成をも考えないと何とも云えない。 
